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一般会計 

特別会計

企業会計

国民健康保険
後期高齢者医療
介護保険（保険事業勘定）
介護保険（介護サービス事業勘定）
公共下水道事業
農業集落排水事業
石橋駅周辺土地区画整理事業
仁良川地区土地区画整理事業
水道事業
総　　　　　　　　　　計

会　　　　　計　　　　　名

■平成 28 年度各会計予算 （単位：千円、％）

予 算 額
前年度との比較
増　減 比率
△33億0

1億9545万4
5095万7

1億9503万9
254万6

1億7120万5
△131万1
△157万0

1億3575万8
5961万0

△24億9231万2

240億8000万0
65億5209万8
5億4620万4
37億4918万1

636万8
18億7857万7
4億1213万4

960万0
7億3040万2
16億2690万2
395億9146万6

△12.1
3.1
10.3
5.5
66.6
10.0
△0.3
△14.1
22.8
3.8
△5.9

平
成
28
年
度
予
算
を
可
決

平
成
28
年
度
予
算
を
可
決

一般会計予算総額
240億8000万円
一般会計予算総額
240億8000万円

下
野
市
地
方
創
生
・
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
予
算

予
算
内
訳

歳
入

歳
出
予
算
性
質
別
内
訳

市税
92億6500万円
38.5%自主財源

118億5848万8千円
49.2%

繰入金
9億9645万4千円
4.1%その他自主財源

15億9703万4千円
6.6%

国・県支出金
47億921万2千円
19.6%

地方交付税
30億円
12.5%

市債
31億9570万円
13.3%

その他依存財源
13億1660万円
5.5%

依存財源
122億2151万2千円
50.8%

人件費
36億984万9千円
15.0%

扶助費
43億7001万5千円
18.1%

公債費
23億9520万7千円

9.9%普通建設事業費等
42億6439万円
17.7%

物件費
35億1718万4千円
14.6%

補助費等
26億6543万3千円
11.1%

繰出金
25億7571万4千円
10.7%

その他
6億8220万8千円
2.8%

義務的経費
103億7507万1千円
43.1%

投資的経費
42億6439万円
17.7%

その他の経費
94億4053万9千円
39.2%
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第
１
回
定
例
会

平
成
28
年
第
１
回
定
例
会

は
、
２
月
23
日
か
ら
３
月
15
日

ま
で
の
22
日
間
の
会
期
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

市
長
提
案
に
よ
り
、
人
事
案

件
３
件
、
平
成
27
年
度
補
正
予

算
案
９
件
、
平
成
28
年
度
予
算

案
10
件
、
条
例
の
制
定
・
改
正

案
28
件
、
及
び
そ
の
他
の
議
案

３
件
の
計
53
件
が
提
出
さ
れ
、

す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
ほ
か
、
専
決
処
分

の
報
告
１
件
を
受
け
ま
し
た
。

一
般
質
問
で
は
９
人
の
議
員

が
そ
れ
ぞ
れ
市
の
対
応
や
考
え

方
を
問
い
た
だ
し
ま
し
た
。

平成28年平成平成平成2成28年28年8年 １第１回

月２月2332323日 火（火火（火火）火）
～３月15～３月15日 火（火火（火火）火）

平成28年 第１回

２月23日（火）
～３月15日（火）

平成28年 第１回

定 例 会定 例 会
２月23日（火）
～３月15日（火）

２
月
23
日

本
会
議

【
開
会
】

（
議
案
の
説
明
、

一
部
表
決
）

24
日

本
会
議

（
議
案
の
説
明
）

25
日

本
会
議

（
一
般
質
問
）

26
日

本
会
議

（
一
般
質
問
）

29
日

本
会
議

（
議
案
の
質
疑
、

委
員
会
付
託
）

３
月
１
・
２
日総

務
常
任
委
員
会

（
付
託
案
件

審
査
）

３
・４
日経

済
建
設

常
任
委
員
会

（
付
託
案
件

審
査
）

７
・８
日教

育
福
祉

常
任
委
員
会

（
付
託
案
件

審
査
）

15
日

本
会
議

【
閉
会
】

（
委
員
長
報
告
、

追
加
議
案
、

表
決
）

第
１
回
定
例
会

会

期

日

程

平
成
28
年
度
一

般
会
計
予
算
は
、

第
二
次
総
合
計
画

の
初
年
度
と
し
て

前
期
基
本
計
画
に

掲
げ
た
３
つ
の
重

点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
人
い
き
い
き
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」「
街

い
き
い
き
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」「
暮

ら
し
い
き
い
き
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

着
実
な
展
開
と
、
昨
年
10
月
策

定
の
「
下
野
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
基

づ
い
た
地
方
創
生
の
効
果
的
な

展
開
を
図
る
た
め
の
編
成
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

第
二
次
総
合
計
画
は
分
野
別

に
６
つ
の
基
本
目
標
が
設
定
さ

れ
て
お
り
、
今
年
度
の
予
算
編

成
に
当
た
り
新
規
事
業
を
中
心

に
注
目
さ
れ
る
事
業
を
こ
の
基

本
目
標
ご
と
に
紹
介
し
ま
す

（
４
〜
５
ペ
ー
ジ
）。
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　継続調査となっている諮問事項について、
以下のとおり報告しました。

○政務活動費について
　県内各市の交付額や公開等調査をもとに協
議した結果、導入に向けた条例等の整備につ
いて引き続き委員会で検討する。

○議員研修のあり方について
　議員の政策形成及び立案能力の向上を図るた
め、現行の研修に加えオープン講座等で費用の
かからない研修会にも積極的に参
加する。

○議会基本条例の推進状況について
　議会報告会の開催方法の検討、
市議会ホームページの活用によ
る広報活動の充実。

○会派制の導入について
　導入時期については次期改選
後とし、条例等の整備について
引き続き委員会で検討する。

　『下野市まち・ひと・しごと創生総合戦略』
（平成 27 年 10 月策定）について、委員会で
の調査の結果、積極的に取り組まれたい事項
として以下の項目を提案しました。

○産業の誘致・育成に関する工程表の作成
○主要幹線道路整備事業における東西路線の充実
○ビジネスホテル等宿泊施設の誘致
○定住促進のため住宅の購入等の助成
○子どもの任意予防接種の助成拡大

○婚活ボランティア等のシステムづ
くり
○出産支援金の創設
○給付型奨学金制度の創設
○障がい者雇用における農商工分野
との連携

○各種スポーツ大会の誘致を推進
○公共施設への防犯カメラ設置の推進
○空き家の活用促進　ほか

差
が
拡
大
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

昨
年
６
月
に
地
方
６
団
体
と
し
て

国
へ「
地
方
交
付
税
の
総
額
確
保
」

を
申
し
入
れ
た
。

工
事
中
の
東
田
橋
付
近
に

は
、
通
行
止
め
期
間
が
３

月
31
日
ま
で
と
表
示
さ
れ
て
い
る

が
、
い
つ
完
成
す
る
の
か
。

東
田
橋
架
け
替
え
は
、
工

期
を
平
成
28
年
４
月
30
日

ま
で
と
し
て
工
事
を
し
て
い
る
。

県
と
の
協
議
に
時
間
を
要
し
工
程

に
遅
れ
が
生
じ
た
。
新
し
い
橋
の

開
通
式
は
本
年
８
月
下
旬
に
予
定

し
て
い
る
。
現
在
、
栃
木
土
木
事

務
所
と
工
期
の
延
伸
に
つ
い
て
協

議
し
て
い
る
。

人
事
評
価
が
職
員
の
降

格
・
降
号
の
根
拠
に
位
置

付
け
ら
れ
、
公
表
対
象
と
な
る
。

人
事
評
価
制
度
の
運
用
は
大
き
く

変
わ
る
の
か
。

地
方
公
務
員
法
改
正
に
よ

り
人
事
評
価
制
度
が
義
務

化
さ
れ
た
。
評
価
の
結
果
、
職
員

の
勤
務
実
績
が
良
く
な
い
場
合
の

降
級
は
条
例
で
規
定
す
る
こ
と
と

さ
れ
た
た
め
の
条
例
制
定
、
ま

た
、
公
表
項
目
に
人
事
評
価
の
実

施
状
況
や
取
組
方
法
に
つ
い
て
が

追
加
さ
れ
た
た
め
の
条
例
改
正
で

あ
る
。
人
事
評
価
制
度
が
大
き
く

変
わ
る
こ
と
は
な
い
。

保
育
士
等
就
業
奨
励
金

は
貸
付
金
と
し
て
計
上

さ
れ
て
い
る
が
、
返
還
免
除
条

件
、
就
労
先
等
の
条
件
は
。

公
立
・
私
立
を
問
わ
ず
市

内
の
保
育
園
・
認
定
こ
ど

も
園
・
幼
稚
園
へ
の
保
育
士
等
の

就
労
を
確
保
す
る
。
正
規
の
就
学

期
間
（
１
年
ま
た
は
２
年
）
を
上

限
と
し
て
、
自
宅
通
学
者
に
は
月

額
３
万
円
、
自
宅
外
に
は
月
額

５
万
円
の
奨
励
金
を
交
付
す
る
。

奨
励
金
交
付
期
間
以
上
を
就
労
し

た
場
合
に
は
、
奨
励
金
の
返
還
を

免
除
す
る
。

国
は
、
28
年
度
に
は
基
準

財
政
需
要
額
算
定
の
事
業

単
位
費
用
に
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
方

式
を
導
入
し
、
徴
収
率
も
見
直
す

方
針
だ
。
地
方
交
付
税
収
入
は
更

に
減
額
に
な
る
の
か
。
国
の
一
方

的
な
や
り
方
に
対
し
て
、
市
長
は

ど
う
考
え
る
の
か
。

徴
収
率
見
直
し
案
に
基
づ

き
本
市
の
影
響
額
を
試
算

し
た
と
こ
ろ
、
基
準
財
政
収
入
額

は
増
額
が
見
込
ま
れ
る
が
、
交
付

税
へ
の
著
し
い
影
響
は
な
い
よ
う

だ
。
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
方
式
で
地

方
交
付
税
を
算
定
す
る
と
地
方
格

自
治
基
本
条
例
及
び
議
会
基
本

条
例
に
基
づ
き
、
総
合
計
画
を
議

決
し
ま
し
た
。

総
合
計
画
審
議
会
で
の
計
画
案

作
成
に
は
議
会
選
出
委
員
３
名
が

参
画
し
ま
し
た
。
本
計
画
は
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
を
踏
ま
え
た
地
方
創
生

の
取
組
に
つ
い
て
策
定
し
た
「
下

野
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」（
27
年
10
月
策
定
）

と
重
な
る
点
が
多
く
、「
市
民
の

幸
福
感
の
向
上
」
を
市
政
発
展
の

成
果
指
標
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
に

特
色
が
あ
り
ま
す
。

【
計
画
期
間
】

○
基
本
構
想

平
成
28
年
度
〜
37
年
度

○
前
期
基
本
計
画

平
成
28
年
度
〜
32
年
度

【
将
来
像
】

「
と
も
に
築
き
未
来
へ
つ
な
ぐ

幸
せ
実
感
都
市
」

【
施
策
の
展
開
方
向
】

○
市
民
の
幸
福
感
の
向
上

○
人
や
企
業
に
選
ば
れ
る
自
治
体

【
施
策
大
綱
】

分
野
別
に
６
項
目
の
基
本
目
標

を
掲
げ
、
横
断
的
、
総
合
的
に

進
め
る
３
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
設
定
し
ま
し
た
。

【
総
合
計
画
の
進
行
管
理
】

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
実
行
し

ま
す
。

問

問問

問 答

答答

答

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

地
方
創
生
推
進
特
別
委
員
会

第
二
次
下
野
市
総
合
計
画

　
基
本
構
想
と

前
期
基
本
計
画
を
議
決

総
括
質
疑

中
間
報
告

最
終
報
告
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大切な命を育み、
健康で笑顔あふれるまちづくり
大切な命を育み、
健康で笑顔あふれるまちづくり

基
本
目
標
１

基
本
目
標
２

○きらら館改修事業 …………………… ２億 2587万円
　トレーニング室を拡張し機器を増設。事務室をこばと園
（未就学児の児童発達支援施設）の関連施設に改修。

○声かけふれあい収集事業 …………………… 121万円
　高齢や障がいなどにより､ごみ出しが困難な方々に対し
て､見守りをかねて､週１回､家庭ごみを回収する｡

文化を育み、心豊かな人を育て
未来につなぐまちづくり
文化を育み、心豊かな人を育て
未来につなぐまちづくり

○中学校にエアコン設置 ……………… ２億 7447万円
　市内４中学校の普
通教室､特別支援教
室等にエアコンを設
置。

○体育施設等改修事業…………………… ２億 6657万円
　老朽化による改修と
耐震化を図る｡体育施
設及び避難所としての
安全性を高める｡

国分寺聖武館
１億 8417 万円

南河内体育館
8240 万円

○地域連携事業 ……………… 242万円
・29年３月に初開催する「ツール・ド・とち
ぎ」への負担金。
・首都圏の女性をターゲットにした合同婚活
プロジェクト（壬生町・上三川町・下野
市）の実施。

○男女共同参画推進事業 …… 301万円
　男女共同参画都市宣言の実施。

行政が協働するまちづくり

共生した安全・安心なまちづくり

行政が協働するまちづくり

共生した安全・安心なまちづくり
○公園施設長寿命化事業 ……2200万円
　公園施設長寿命化計画を策定。28 年度は
施設状況確認・予備調査を実施。

○公共施設防犯カメラ整備事業 …… 583万円
　設置予定箇所
・別処山公園
・大松山運動公園
・国分寺運動公園

○防災意識の向上
○自治基本条例による
まちづくりの推進
○男女共同参画の推進
○公共施設の再配置等
の検討

○６次産業の推進
○担い手への農地集
積・集約
○商店街にぎわいの
再生
○道の駅しもつけの
活用

を「市民の幸福感が高まるまち」「人や企業に選ば

本目標ごとに紹介します。
分野ごとに６つの基本目標が設定されています。

の注目事業の注目事業
を「市民の幸福感が高まるまち」「人や企業に選
分野ごとに６つの基本目標が設定されています。

目標ごとの着目事業　―
の注目事業

別処山公園別処山公園

石橋中学校石橋中学校

きらら館事務室きらら館事務室

国分寺聖武館国分寺聖武館

街いきいき
プロジェクト

暮らしいきいき
プロジェクト
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基
本
目
標
４

基
本
目
標
５

市民が主役の市民と

豊かな自然と人にやさしい環境が

地域資源を活かし、
産業・地域が躍進するまちづくり

快適でうるおいのある環境で
新たな人の流れをつくるまちづくり

市民が主役の市民と
○公共施設マネジメント基本方針等策定事業
　　　　　　　　 …………… 976万円
　公共施設の
再配置等につ
いて、市民な
どで構成する
検討委員会で
用途別方針案
を作成。

豊かな自然と人にやさしい環境が基本
目標３

基本
目標６

○三王山地区公園整備事業 …… 2億 5562万円
　平地林と古墳を生かした体験型の公園を整
備。29 年度完成予定。

○がん・結核・自殺予防
対策の推進
○母子保健・母子支援の
推進
○地域子ども・子育て支
援事業の実施
○小中一貫教育の推進
○生涯学習推進計画の推進
○大松山運動公園拡張整
備の推進

　基本計画の前期（28
年度から 32 年度の５
年間）に成果が強く望
まれるものとして、３
つのプロジェクトを設
定しています。施策体
系（分野）の枠組みを
超えて横断的かつ総合
的に進めることで、相
乗的な効果を発揮させ
ます。

　第二次総合計画は、まちづくりの方向性・将来像

　計画の初年度である今年度の注目事業をその基
れるまち」とし、これらを着実に推進するため行政

地域資源を活かし、
産業・地域が躍進するまちづくり

○石橋地区都市農村交流施設建設事業……４億 432万円
　都市部住民と農村部住民の交流及び６次産業化の推進の
ため、石橋南部ほ場整備地内に農産物の販売及び加工所を
備えた施設を建設。今年度中に完成予定。

○地元農畜産物普及事業 ……………………… 586万円
　下野市産農畜産物の認知度を高めるため、意欲ある農業
者の育成を行い、東京圏の消費者や料理人と生産者の交流
事業を展開。

○観光プロモーション事業 …………………… 257万円
　東京圏の方を対象に、市内各地をめぐり市の魅力を実感
してもらうモニターツアーを実施。

快適でうるおいのある環境で
新たな人の流れをつくるまちづくり

○自治医大駅東口バリアフリー事業 ………… 425万円
　駅東口広場と市
道のバリアフリー
化。今年度は調査
設計をする。

○通学路安全施設整備事業 ………………… 1305万円
　通学路路肩のカラー化等により歩道と車道を分離する。

○生活道路整備検討委員会採択道路修繕事業 …… 1000万円
　自治会等から要望のあった道路の整備修繕について、検
討委員会の審査を経て決定されたものについて実施する。

平成28年度平成28年度平成28年度
　第二次総合計画は、まちづくりの方向性・将来像
れるまち」とし、これらを着実に推進するため行政

　―　第二次総合計画基本

交流施設予定地交流施設予定地

三王山地区公園（整備中）三王山地区公園（整備中）

駅東口歩道駅東口歩道

石橋庁舎石橋庁舎

基本計画の前期（28

３つの
プロジェクト
３つの
プロジェクト

人いきいき
プロジェクト
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第
１
回
定
例
会

第１回定例会の審議結果第１回定例会の審議結果
諮問 1号
同意 1号
同意 2号

議案 1号

議案 2号

議案 3号

議案 4号

議案 5号

議案 6号

議案 7号

議案 8号
議案 9号
議案 10号
議案 11号
議案 12号
議案 13号
議案 14号

議案 15号

議案 16号

議案 17号

議案 18号

議案 19号

議案 20号

議案 21号

議案 22号
議案 23号
議案 24号

議案 25号

議案 26号

議案 27号

議案 28号
議案 29号

議案 30号

議案 31号

議案 32号

議案 33号

議案 34号

議案 35号

議案 36号

議案 37号

議案 38号

議案 39号

議案 40号

議案 41号

議案 42号

議案 43号

議案 44号

議案 45号

議案 46号

議案 47号

議案 48号

議案 49号

議案 50号

議案等番号 付　議　事　件 賛成 反対 結果 主　　な　　内　　容
16
17
17

15

16

16

16

16

16

16

15
16
16
16
16
16
16

16

16

16

16

16

15

16

16
16
16

16

16

16

16
16

16

16

14

16

16

16

16

16

16

16

16

16

16

16

16

16

16

16

16

16

16

0
0
0

1

0

0

0

0

0

0

1
0
0
0
0
0
0

0

0

0

0

0

1

0

0
0
0

0

0

0

0
0

0

0

2

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

答申
同意
同意

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決
可決
可決

可決

可決

可決

可決
可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

人権擁護委員の候補者の推薦について
教育委員会委員の選任について
公平委員会委員の選任について

平成 27年度一般会計補正予算（第５号）

平成 27年度国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

平成 27年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）

平成 27年度介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（第２号）

平成 27年度介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）補正予算
（第２号）
平成 27年度公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）
平成 27年度小山栃木都市計画事業仁良川地区土地区画整理事業
特別会計補正予算（第３号）
平成 28年度一般会計予算
平成 28年度国民健康保険特別会計予算
平成 28年度後期高齢者医療特別会計予算
平成 28年度介護保険特別会計（保険事業勘定）予算
平成 28年度介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）予算
平成 28年度公共下水道事業特別会計予算
平成 28年度農業集落排水事業特別会計予算
平成 28年度小山栃木都市計画事業石橋駅周辺土地区画整理事業
特別会計予算
平成 28年度小山栃木都市計画事業仁良川地区土地区画整理事業
特別会計予算
平成 28年度水道事業会計予算

だれもが輝く男女共同参画社会づくり条例の制定について

新庁舎への移転に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について

市庁舎会議室等の使用に関する条例の制定について
行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定に
ついて
市職員の退職管理に関する条例の制定について
市職員の降給に関する条例の制定について
工場立地法に基づく緑地等に関する準則を定める条例の制定について
都市計画区域の再編に伴う関係条例の整理に関する条例の制定につ
いて
行政不服審査会条例の制定について

消費生活センター条例の全部改正について

工場誘致条例の全部改正について
行政改革推進委員会条例の一部改正について

市職員の給与に関する条例等の一部改正について

市長等の給与及び旅費に関する条例の一部改正について
市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正に
ついて

人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部改正について

国民健康保険税条例の一部改正について

児童館条例の一部改正について
指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準
等を定める条例の一部改正について
指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並び
に指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的
な支援の方法に関する基準を定める条例の一部改正について
敬老祝金条例の一部改正について

市企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部改正について

市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の
一部改正について
市立史跡公園等展示施設条例の一部改正について

固定資産評価審査委員会条例の一部改正について

東日本大震災復興推進基金条例の廃止について

宇都宮都市計画事業下古山土地区画整理事業施行に関する条例の廃
止について
小山栃木都市計画事業小金井駅西・南部土地区画整理事業施行に関
する条例の廃止について
定住自立圏形成協定の締結について

第二次市総合計画基本構想及び前期基本計画の策定について

市道路線の認定について

平成 27年度一般会計補正予算（第６号）

平成 27年度公共下水道事業特別会計補正予算（第４号）

6月 30日に任期満了となる秋山和子氏の再任（推薦）に同意。
3月 24日に任期満了となる三橋明美氏の再任に同意。
前任者の任期満了に伴い 4月 1日から小菅拓郎氏の委員選任に同意。
事務事業確定等により 3 億 2267 万 9 千円減の 287 億 6276 万 1 千円
とする。
保険財政共同安定化事業拠出金等により 3942 万 1 千円増の 67 億 1524
万円とする。
健診事業費の追加により278万 7千円増の5億 1462万 2千円とする。
介護給付費準備基金積立金の追加により 2746 万 8 千円増の 36 億 3286
万 2千円とする。

介護予防支援事業費の追加により94万9千円増の518万9千円とする。

事業費の確定により 761万 3千円減の 17億 226 万 4千円とする。

事業費のうち 9210 万円を翌年度に繰り越す。

平成 27年度当初予算額と比較して 12.1％減の 240億 8000 万円。
平成 27年度当初予算額と比較して 3.1％増の 65億 5209 万 8000 円。
平成 27年度当初予算額と比較して 10.3％増の 5億 4620 万 4000 円。
平成 27年度当初予算額と比較して 5.5％増の 37億 4918 万 1000 円。
平成 27年度当初予算額と比較して 66.6％増の 636万 8000 円。
平成27年度当初予算額と比較して10.0％増の18億7857万 7000円。
平成 27年度当初予算額と比較して 0.3％減の 4億 1213 万 4000 円。

平成 27年度当初予算額と比較して 14.1％減の 960万円。

平成 27年度当初予算額と比較して 22.8％増の 7億 3040 万 2000 円。

平成 27年度当初予算額と比較して 3.8％増の 16億 2690 万 2000 円。
男女共同参画社会の実現に向け市や市民、事業者及び市民団体等の責務
などを明記。
新庁舎への移転に伴い、各条例に記載されている事務所の所在地等を改
める。
新庁舎の会議室やロビーの一般利用について規定。
行政不服審査法の施行に伴い、対象条例にある不服申し立ての手続きを
審査請求に改める。
退職後、市に対し職務上の行為について要求することを規制。
勤務実績のよくない職員の降給について規定。
住居地域や商業地域、工業専用地域等における緑地面積の割合を規定。
石橋地区が宇都宮都市計画区域から小山栃木都市計画区域に再編された
ことに伴い関係条例を改正。
行政不服審査法の施行に伴い、行政不服審査会を事件ごとに設置。
消費者安全法の一部改正に伴い、消費生活センターの組織及び運営並び
に情報の安全管理に関する事項を定める。
奨励金制度を設け、既存企業への支援や企業誘致の推進を図る。
委員の任期満了を委嘱日の翌年度末までとする。
人事院勧告及び一般職の職員の給与に関する法律、地方公務員法の一部
改正に伴い改正する。

特別職の職員の給与に関する法律の一部改正に伴い改正する。

地方公務員法の一部改正に伴い、人事評価及び退職管理の状況の概要を
公表することを規定。
医療給付費分の基礎課税額限度額を 51 万円から 52 万円に、後期高齢
者支援金等課税限度額を 16 万円から 17 万円に、介護納付金課税限度
額を 14万円から 16万円に引き上げる。
石橋児童館の閉館及び「こどもの広場いしばし」の設置に伴う改正。
小規模な通所介護サービスの地域密着型サービスへの移行及び認知症対
応型通所介護に運営推進会議の設置を義務づけ。

介護予防認知症対応型通所介護に運営推進会議の設置を義務づけ。

敬老祝金の額を一律 5,000 円に統一。
地方公務員法の一部改正による人事評価の義務化に伴い、条例の一部を
改正。

外国語指導助手、学校薬剤師の報酬額を改定。

テーマ館の展示施設機能を下野風土記丘資料館へ統合し、テーマ館を閉館。
行政不服審査法等の改正による審査申出内容の追加、手数料及び減免規
定の追加。
震災避難者上下水道料金補助金や公共施設改修事業への財源充当を完了
したため条例を廃止。
下古山土地区画整理事業について、換地処分後の関連事務が終了するた
め、事業施行に関する条例を廃止。
小金井駅西・南部土地区画整理事業について、換地処分後の関連事務が
終了するため、事業施行に関する条例を廃止。
中心市宣言を行った小山市と定住自立圏形成の協定を締結。
平成 28～ 37 年度の 10 年間の行政運営についての基本的な方針と方
向性を明示。
都市計画法の規定に基づく開発行為により設置され本市に帰属した道路
計 3路線を市道と認定。
地方創生加速化交付金関連事業など 2 億 9591 万 6000 円増の 290 億
5867 万 7000 円とする。
雨水管渠布設により 3億 450 万円増の 20億 676 万 4000 円とする。
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ロ
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内

表決が分かれた議案の議員賛否状況

市長より報告があったもの（表決はありません）

○…賛成　●…反対　欠…欠席　（議長は表決に加わらない）

議案1号
議案8号
議案20号

議案32号

議案等
番号 付　　　議　　　事　　　件

○
○
○

○

○
○
●

○

○
○
○

○

○
○
○

○

○
○
○

○

○
○
○

○

欠
欠
欠

欠

○
○
○

○

○
○
○

○

○
○
○

○

○
○
○

○

○
○
○

○

○
○
○

○

○
○
○

○

○
○
○

●

－
－
－

－

○
○
○

○

●
●
○

●

村
尾

光
子

岡
本

鉄
男

松
本

賢
一

磯
辺

香
代

岩
永

博
美

髙
山

利
夫

野
田

善
一

若
林

稔

塚
原

良
子

秋
山

幸
男

須
藤

勇

小
谷
野
晴
夫

石
田

陽
一

髙
橋

芳
市

大
島

昌
弘

柳
田
柳
太
郎

中
村

節
子

出
口

芳
伸

平成 27年度一般会計補正予算（第５号）
平成 28年度一般会計予算
市庁舎会議室等の使用に関する条例の制定について
市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改
正について

議案等番号 案　　　　件　　　　名 内　　　　容
報告 1号 専決処分の報告 施設での事故に係る損害賠償額 7万 3018 円の決定及び和解。

EV

EV

　新庁舎への移転に伴い、市議会の本会議や
委員会は６月の定例会から新庁舎の４階で開
催されます。ぜひ傍聴にご来場ください。

　議場はゆうがおの実をデザインに取り入
れています。
　一般傍聴席のほか、車いすスペース・親
子傍聴室を設けています。議席の一部も車
いす対応になっています。

※議会を傍聴する方は、議会事務局での受付をお
願いします（事前予約の必要はありません）。 常任委員会や特別委員会、議員全

員協議会などが開催されます。

や
開議場フロアのご案内議場フロアのご案内

403
会議室

402
会議室

議会図書室
子親子子
室傍聴室傍聴室

いす車いい
ーススペペ

議 場場議

議
員
控
室

議
会
特
別
会
議
室

一
般
傍
聴
席席席席席
聴
席
聴聴聴
傍
聴
傍傍傍傍傍
般
傍
般般
一

正
副
議
長
室

議
会
事
務
局

ロ
ビ
ー

401
会議室

常任委員会や特別委員会 議員全

議場議場

一般傍聴席一般傍聴席

親子傍聴室親子傍聴室

ロビーから傍聴席入口を望むロビーから傍聴席入口を望む

議会特別会議室議会特別会議室
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委
員
会
報
告

常 任 委 員 会
審 査 報 告
常 任 委 員 会
審 査 報 告
常 任 委 員 会
審 査 報 告

定例会で委員会付託された議案等について、各常任委員会の審査状況を報告いたします。定例会で委員会付託された議案等について、各常任委員会の審査状況を報告いたします。

と
方
向
性
や
基
本
設
計
の
協
議
を

重
ね
て
い
る
。
施
設
の
管
理
運
営

は
現
在
の
検
討
委
員
会
が
母
体
と

な
っ
て
実
施
し
て
い
く
。

調
査
を
行
っ
た
。
今
年
度
、
工
場

用
地
整
備
事
業
の
適
地
と
し
て
選

定
し
た
箇
所
の
地
権
者
の
洗
い
出

し
と
意
向
調
査
を
行
う
。

完
成
後
、
施
設
を
管
理
運

営
す
る
団
体
は
。

本
事
業
に
当
た
り
、
24
年

度
か
ら
地
元
検
討
委
員
会

地
権
者
意
向
調
査
は
工
場

適
地
調
査
を
受
け
て
の
事

業
な
の
か
。

26
年
度
策
定
の
産
業
振
興

計
画
に
基
づ
き
工
場
適
地

答 問 経済
建設
工
業
用
地
整
備
事
業

答問 経済
建設
石
橋
地
区
都
市
農
村
交
流
施
設
建
設
事
業

再
編
・
統
合
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

消
防
団
や
自
治
会
と
協
議
し
、
方

向
性
の
決
定
後
、
事
業
に
入
る
。

削
減
効
果
は
。

22
年
度
に
構
築
し
た
従
来

の
サ
ー
バ
40
台
か
ら
５
台

に
減
ら
す
こ
と
で
、
削
減
効
果
は
、

構
築
費
用
で
約
２
千
９
百
万
円
、

保
守
費
用
で
約
９
百
万
円
で
あ
る
。

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く

の
か
。

消
防
団
員
確
保
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
部
の

事
業
内
容
は
。

複
数
の
シ
ス
テ
ム
を
個
々

の
サ
ー
バ
で
管
理
す
る
の

で
は
な
く
、
高
性
能
な
機
器
に
ま

と
め
る
こ
と
で
、
維
持
管
理
費
や

保
守
点
検
費
を
削
減
し
、
合
理
的

な
シ
ス
テ
ム
環
境
を
構
築
す
る
。

答

答

問

問

総務

仮
想
化
基
盤
・
仮
想
化
サ
ー
バ
借
り
上
げ

答問 総務

消
防
器
具
置
場
建
設
事
業

　公共施設街頭防犯カメラ設置事業について、別処
山公園を現地調査をしました。

消
防
器
具
置
場
建
設
事
業
に
つ
い
て

現
地
調
査
を
し
ま
し
た
。

整
備
中
の
石
橋
地
区
都
市
農
村
交
流

施
設
を
現
地
調
査
を
し
ま
し
た
。

市
道
１
―
２
号
線
整
備
事
業
に
つ
い

て
現
地
調
査
を
し
ま
し
た
。
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委
員
会
報
告 附帯意見

　定例会最終日に報告された委員会附帯意見（要約）
を掲載します。

総務常任委員会
　国民健康保険の健全な
運営を目指すためには医
療費を抑える努力が必要
であり、ジェネリック医薬
品の使用促進を重要課題
と位置づけ、普及に向けた
積極的な取り組みを望む。

経済建設常任委員会
　土木費の繰越明許費について、今後も繰越額を減
らすべく継続的な努力をされるよう望む。
　ＪＲ小金井駅東西自由通路修繕事業についてＪＲ
と協議されることを望む。

　特環下水道受益者分担
金及び農業集落排水加入
金については、農業集落排
水施設を流域下水道に接
続させる方向性があるた
め、今後、機会を捉え分担
金及び加入金の均一化を
図ることを期待する。

下
野
市
民
に
限
ら
な
い
。

下
野
市
内
の
保
育
園
・
幼

稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園
に
就
職
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
よ
い
。

人
数
の
増
加
、
な
か
で
も

高
齢
者
が
ふ
え
て
お
り
、

介
護
扶
助
と
医
療
費
扶
助
が
不
足

し
た
た
め
で
あ
る
。

保
育
士
等
就
業
支
援
金
に

つ
い
て
は
、
市
内
に
就
職

す
る
前
提
で
あ
れ
ば
下
野
市
在
住

で
な
く
て
も
対
象
と
な
る
の
か
。

扶
助
費
の
増
加
は
、
人
数

が
ふ
え
た
た
め
か
。

答

問 教育
福祉
生
活
保
護
扶
助
費

（
平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
）

答

問 教育
福祉
保
育
園
費
に
お
け
る
保
育
士
等
就
業
支
援
金

（
平
成
28
年
度
予
算
）

２月

３月

４月

２日　群馬県玉村町議会行政視察来庁
４日　全国市議会議長会基地協議会第79回総会
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（東京都）
６日　下野市議会主催講演会「人口減少時代における

地域づくりの視点」
８日　総務常任委員会
９日　全国市議会議長会第100回評議員会（東京都）
10日　経済建設常任委員会
12日　教育福祉常任委員会・地方創生推進特別委員会
16日　議会活性化特別委員会・議会運営委員会・議員

全員協議会
17日　議会だより編集委員会
　　　総務常任委員会と消防団の懇談会
23日～３月15日　第１回定例会
26日　地方創生推進特別委員会
29日　議会活性化特別委員会

11日　議会運営委員会・議員全員協議会
15日　議会だより編集委員会
16日　小山広域保健衛生組合議会定例会
23日　石橋地区消防組合議会定例会
26日　市制施行10周年記念式典
28日　県南公設地方卸売市場事務組合議会定例会

７日　議会だより編集委員会
13日　議会運営委員会
20日　議会だより編集委員会
21日　栃木県市議会議長会第290回議長会議（真岡市）
26日　議会だより編集委員会
　　　関東市議会議長会理事会・定期総会（埼玉県）
27日　議員全員協議会

議 会 の 動 き

石
橋
北
小
学
校
給
食
施
設
改
修
事
業

に
つ
い
て
現
地
調
査
を
し
ま
し
た
。

国
分
寺
東
小
学
校
学
童
保
育
室
整
備

事
業
に
つ
い
て
現
地
調
査
を
し
ま
し
た
。

秋山委員長秋山委員長

石田委員長石田委員長



問問
答

設置が義務化されている火災報知器

図
る
。
②
生
活
道
路
の
拡
幅

改
良
や
修
繕
工
事
等
は
、
地

元
の
要
望
等
に
よ
り
順
次
整

備
し
て
い
く
。
③
被
害
者
支

援
に
対
す
る
各
種
支
援
手
続

き
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
る

よ
う
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作

成
し
て
い
く
。

市
が
60
％
、
上
三
川
町
が

44
％
、
壬
生
町
が
55
％
と

な
っ
て
お
り
、
今
後
は
火
災

予
防
運
動
の
チ
ラ
シ
や
女
性

防
火
ク
ラ
ブ
の
活
動
等
を
通

じ
て
普
及
啓
発
を
行
う
。
ま

た
、
消
火
器
購
入
価
格
の
２

分
の
１
、
上
限
３
千
円
の
補

助
制
度
に
よ
り
普
及
促
進
を

す
る
の
か
。
③
被
災
さ
れ
た

方
に
対
す
る
支
援
の
強
化
対

策
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長

①
本
市
に
お

い
て
は
、
独
自
に
高

齢
者
等
に
対
し
て
火
災
報
知

器
普
及
の
た
め
の
支
援
を
し

て
い
る
ほ
か
、
広
報
紙
を
通

し
て
設
置
の
周
知
を
し
て
い

る
。
普
及
率
は
県
平
均
が

70
・
２
％
、
石
橋
地
区
消
防

組
合
管
内
に
お
い
て
は
、
本

本
市
の
火
災
予
防
に

向
け
た
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
①
火
災
報
知
器
の

設
置
状
況
及
び
消
火
器
の
購

入
に
つ
い
て
伺
う
。
②
消
防

車
等
が
進
入
で
き
な
い
道
路

や
、
交
差
点
な
ど
で
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
が
あ
る
た
め
車
両
が

曲
が
り
切
れ
な
い
場
所
が
あ

る
。
今
後
ど
の
よ
う
に
改
修

答

問

火
災
報
知
器
の
普
及
促
進
を
行
う

火
災
予
防
の
取
り
組
み
を
伺
う

議
員

大
島
昌
弘

10

　

第
１
回
定
例
会
で
は
、
９
人
の
議
員
が
市
政
に
対

し
、
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
質
問
と
答
弁
の
内

容
を
要
約
し
て
掲
載
し
ま
す
。

ほ
か
に
も
・
・
・

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
を
伺
う
。

人
や
企
業
に
選
ば
れ
る
自
治
体
を
目
指
す
。

問答

下野市議会だよりNo. 40



一

般

質

問

11 下野市議会だよりNo. 40

問問
答

問問
答

給食配膳のようす

国分寺運動公園

市
長

総
合
評
点
を

客
観
点
数
と
し
、
過

去
の
工
事
成
績
や
優
良
工
事

表
彰
な
ど
の
主
観
点
数
を
加

味
し
て
、
格
付
点
数
を
算
出

し
決
定
す
る
。

入
札
結
果
を
広
報
し

も
つ
け
に
掲
載
で
き

な
い
か
。市

長

広
報
紙
へ
の

掲
載
事
項
に
な
じ
ま

な
い
も
の
と
考
え
る
。

組
合
に
つ
い
て
は
、
植
栽
管

理
業
務
委
託
の
履
行
実
績
が

あ
る
市
内
12
の
造
園
業
者
す

べ
て
が
加
入
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
よ

る
緑
地
の
一
括
管
理
に
お
い

て
、
市
内
造
園
業
者
の
一
部

が
受
注
で
き
な
い
等
の
影
響

は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

事
業
者
の
ラ
ン
ク
付

け
は
。

に
よ
り
、
仕
事
が
一
段
と
減

る
業
者
は
あ
る
の
か
。

市
長

プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
参
加
業
者
の
公
募

を
行
っ
た
結
果
、
参
加
表
明

者
は
、
下
野
市
造
園
建
設
業

協
同
組
合
の
一
団
体
の
み
で

あ
っ
た
。
参
加
資
格
の
確
認

を
経
た
同
団
体
に
対
し
、
提

案
者
を
特
定
す
る
た
め
の
評

価
基
準
と
な
る
提
案
書
の
提

出
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
同

「
下
野
市
有
施
設
緑

地
管
理
方
針
」
に
基

づ
き
、
公
園
等
125
カ
所
の
緑

地
の
管
理
事
務
を
一
括
し
て

業
者
に
委
託
す
る
に
あ
た

り
、
業
者
を
ど
の
よ
う
に
し

て
決
め
る
の
か
。
提
案
公
募

型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ

り
一
括
発
注
す
る
こ
と
に
な

る
の
か
。
ま
た
、
こ
の
方
式

答

答答

問

問

問

提
案
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
り
決
定
す
る

緑
地
の
一
括
管
理
を
委
託
す
る
業
者
の
選
定
は

議
員

髙
橋
芳
市

理
現
場
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
進
め
る
こ
と
が
肝
要
だ
。

や
、
生
産
者
を
学
校
に
招
い

て
話
を
聞
い
た
り
、
一
緒
に

給
食
を
食
べ
た
り
す
る
こ
と

も
重
要
だ
と
考
え
る
。

給
食
の
地
産
地
消
を
進
め
る

た
め
に
は
、
安
定
し
た
食
材

の
納
入
や
調
理
方
法
に
つ
い

て
、
校
長
、
栄
養
教
諭
、
調

よ
る
調
査
も
研
究
し
、
実
施

し
て
い
き
た
い
。

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら

下
野
市
の
農
産
物
に

興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と

は
重
要
だ
。
小
中
学
生
と
農

家
と
の「
顔
の
見
え
る
関
係
」

を
ど
う
作
る
の
か
。

教
育
長

な
る
べ
く

多
く
の
下
野
市
産
の

食
材
を
使
用
す
る
「
し
も
つ

け
い
っ
ぱ
い
デ
ー
」
の
拡
大

県
の
調
査
に
よ
れ

ば
、
下
野
市
の
給
食

の
地
元
農
産
物
の
割
合
は

8.6
％
（
品
目
数
）
で
あ
る
。

５
日
間
だ
け
の
調
査
だ
が
低

い
割
合
で
あ
る
。
下
野
市
独

自
の
調
査
を
す
る
予
定
は
あ

る
か
。

教
育
次
長

品
目
数

だ
け
で
な
く
、
量
に

答

答

問

問

学
校
と
連
携
し
地
元
農
産
物
の
利
用
を
拡
大

学
校
給
食
に
お
け
る
地
産
地
消
に
つ
い
て
伺
う

議
員

中
村
節
子

ほ
か
に
も
・
・
・

新
庁
舎
で
の
食
品
販
売
な
ど
は
考
え
て
い
る
の
か
。

昼
食
時
に
福
祉
団
体
な
ど
の
移
動
販
売
を
想
定
し
て

い
る
。

問答
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一

般

質

問

問問
答

問問
答

市道１－２号線（ヨークベニマル南側）

年
以
内
の
整
備
推
進
を
図
る

こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

９
月
の
関
東
・
東
北

豪
雨
災
害
の
復
旧
進

捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長

道
路
等
の
被

災
箇
所
の
復
旧
に
つ

い
て
は
、
計
画
通
り
進
捗
し

て
い
る
。
農
地
部
分
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
は
、
現
在

50
％
で
あ
る
が
、
３
月
中
旬

の
工
期
ま
で
に
完
了
す
る
。

付
近
か
ら
針
ケ
谷
方
面
へ
向

か
っ
て
南
側
よ
り
買
収
す

る
。
平
成
29
年
度
か
ら
工
事

に
着
手
す
る
。

市
道
一
―

一
号
線
の

整
備
計
画
は
。

市
長

平
成
25
年
３

月
に
策
定
し
た
「
下

野
市
幹
線
道
路
網
整
備
計

画
」
の
中
で
、
優
先
性
の
評

価
が
「
中
期
」
と
な
っ
て
お

り
、
お
お
む
ね
10
年
か
ら
20

道
路
排
水
の
た
め
の
延
長

509
・
６
ｍ
の
雨
水
函か

ん

渠き
ょ

の
敷

設
工
事
と
な
り
、
７
月
末
の

竣
工
を
予
定
し
て
い
る
。
価

格
の
部
分
に
つ
い
て
も
、
本

年
度
予
算
で
用
地
買
収
、
平

成
29
年
度
か
ら
30
年
度
に
か

け
て
工
事
に
着
手
で
き
る
よ

う
進
め
た
い
。
ま
た
、
市

道
二
―

一
号
線
に
つ
い
て
は
、

平
成
28
・
29
年
度
に
お
い
て

県
道
鹿
沼
・
下
野
線
交
差
点

市
道
一
―

二
号
線
、

市
道
二
―

一
号
線
の

整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、

今
後
の
計
画
、
タ
イ
ム
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長

一
―

二
号
線

に
つ
い
て
は
、
文
教

通
り
東
側
の
延
長
445
ｍ
、
幅

員
8.5
ｍ
の
歩
道
設
置
を
含

む
道
路
拡
幅
工
事
、
併
せ
て

答

答

答

問

問

問

各
路
線
、
順
次
整
備
を
進
め
る

市
北
部
地
域
の
道
路
整
備
に
つ
い
て

議
員

髙
山
利
夫

新庁舎窓口カウンター

願
い
す
る
。
ま
た
、
職
員
が

能
力
を
十
分
発
揮
し
て
働
け

る
よ
う
な
評
価
と
職
場
環
境

を
醸
成
し
て
ほ
し
い
。

市
長

幹
部
職
員
に

よ
る
適
切
な
助
言

や
、
業
務
等
の
シ
ス
テ
ム
化

に
よ
り
効
率
を
図
る
な
ど
、

仕
事
量
の
減
少
へ
向
け
て
努

力
し
て
い
き
た
い
。

な
ど
改
善
に
向
け
た
支
援
を

し
て
い
る
。
ま
た
、
あ
る
程

度
の
期
間
を
設
け
、
復
帰
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
沿
っ
て
対
応
し

て
い
る
。挑

戦
加
点
制
度
を
導

入
し
た
人
事
評
価
制

度
だ
が
、
市
職
員
は
す
ぐ
目

の
前
ま
で
市
民
が
来
て
い
て

膝
を
交
え
て
業
務
を
行
っ
て

い
る
。
こ
の
大
変
さ
を
理
解

し
た
上
で
の
人
事
評
価
を
お

さ
ら
な
る
年
次
休
暇
の
取
得

率
の
向
上
に
努
め
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。

公
務
員
試
験
に
合
格

し
、
意
気
揚
々
と
夢

を
抱
き
職
員
に
な
っ
た
が
、

様
々
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
よ

り
休
職
せ
ざ
る
を
得
な
い
職

員
へ
の
対
応
は
ど
の
よ
う
に

し
て
い
る
の
か
。

総
務
部
長

産
業
医

に
よ
る
面
談
を
行
う

「
広
報
し
も
つ
け
」

に
職
員
の
年
次
休
暇

の
取
得
状
況
が
公
表
さ
れ

た
。
平
均
付
与
日
数
38.4
日
に

対
し
、
平
均
取
得
率
11.1
日
、

消
化
率
28.8
％
と
の
こ
と
だ

が
、ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

市
長

職
員
の
ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

推
進
を
図
る
観
点
か
ら
も
、

答

答

答

問

問

問

市
民
の
満
足
が
得
ら
れ
る
人
材
育
成
と
配
置
を
す
る

職
員
の
人
事
配
置
は
適
正
か

議
員

石
田
陽
一
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問問
答

問問
答

散乱したごみ袋

を
か
け
る
が
、
広
域
構
成
市

町
に
よ
る
ご
み
処
理
の
分
担

と
効
率
化
の
た
め
理
解
い
た

だ
き
た
い
。
ま
た
、
収
集
方

法
や
回
数
等
、
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
体
制
を
整
え
て
い

く
の
で
、
極
力
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
へ
搬
出
願
い
た
い
。

等
は
小
山
の
、
剪
定
枝
は
野

木
の
清
掃
セ
ン
タ
ー
ま
で
、

そ
れ
ぞ
れ
行
か
ね
ば
な
ら
な

い
。
市
民
の
利
便
性
を
ど
の

よ
う
に
図
る
か
。

市
長

搬
入
先
も
遠

く
な
り
時
間
も
か
か

る
た
め
、
利
用
者
に
は
不
便

る
。
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決

す
る
た
め
、
燃
や
せ
る
ご
み

の
ビ
ニ
ー
ル
袋
は
市
指
定
の

も
の
に
す
る
べ
き
で
は
。

市
長

ご
み
減
量
化

の
観
点
及
び
県
内
19

市
町
で
導
入
し
い
て
い
る
こ

と
も
踏
ま
え
、
本
市
で
も
指

定
ご
み
袋
の
導
入
に
向
け
て
、

具
体
的
に
取
り
組
ん
で
行
く
。

ご
み
の
直
接
搬
入
に

つ
い
て
、
今
後
布
団

北
部
清
掃
セ
ン
タ
ー

の
稼
働
終
了
に
伴

い
、
４
月
か
ら
燃
や
せ
る
ご

み
の
袋
が
透
明
、
ま
た
は
半

透
明
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
変
更

と
な
る
。
自
由
な
ビ
ニ
ー
ル

袋
と
な
る
と
ご
み
収
集
所
も

乱
雑
化
し
収
集
量
も
増
え
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
、
何
よ
り

マ
イ
バ
ッ
ク
制
度
が
崩
れ

答

答

問

問

導
入
に
向
け
具
体
的
に
取
り
組
む

燃
や
せ
る
ご
み
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
は
市
指
定
の
も
の
に

議
員

塚
原
良
子

成
後
、
切
れ
目
の
な
い
整
備

着
手
を
目
指
す
と
県
か
ら
の

方
針
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
今
後
と
も
県
、
関
係

機
関
及
び
関
係
者
と
調
整
を

図
り
な
が
ら
、
早
期
完
成
に

向
け
推
進
し
て
い
く
。

完
成
を
目
指
す
」
と
県
か
ら

方
針
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
本
路
線
の
小
金
井
工
区

の
う
ち
、
南
側
と
な
る
市
道

五
〇
九
三
号
線
か
ら
主
要
道

路
栃
木
・
二
宮
線
ま
で
の
約

1.2
㎞
は
、
最
優
先
区
間
の
完

る
。何
年
頃
開
通
す
る
の
か
。

市
長

小
金
井
工

区
の
事
業
は
、
延
長

2.1
㎞
の
う
ち
北
側
と
な
る
一

般
県
道
下
野
・
壬
生
線
か
ら

本
市
新
庁
舎
へ
の
サ
ブ
ア

ク
セ
ス
道
路
で
あ
る
市
道

五
〇
九
三
号
線
ま
で
の
約

0.9
㎞
を
最
優
先
整
備
区
間
と

し
て
位
置
付
け
て
い
る
。
こ

の
最
優
先
整
備
区
間
に
つ
い

て
は
、「
平
成
31
年
度
末
の

国
道
四
号
線
は
、
通

勤
時
間
帯
に
お
い
て

は
上
下
線
と
も
笹
原
交
差
点

付
近
で
渋
滞
し
て
い
る
。
新

庁
舎
完
成
後
は
、
な
お
一
層

の
渋
滞
が
予
想
さ
れ
る
。
主

要
地
方
道
路
鹿
沼
・
下
野
線

は
、
現
在
笹
原
ま
で
開
通
し

て
い
る
が
、
笹
原
か
ら
南
へ

計
画
さ
れ
て
い
る
道
路
で
あ

答

問

優
先
整
備
区
間
は
平
成
31
年
度
末
の
完
成
を
目
指
す

主
要
地
方
道
路
鹿
沼
・
下
野
線
に
つ
い
て

議
員

岩
永
博
美

ほ
か
に
も
・
・
・

国
分
寺
庁
舎
廃
止
後
の
予
定
は
。

取
り
壊
し
て
国
分
寺
公
民
館
の
駐
車
場
と
し
て
整
備
。

老
朽
施
設
の
今
後
の
対
応
は
。

「
個
別
施
設
計
画
」
を
策
定
し
、
最
適
配
置
を
行
う
。

ほ
か
に
も
・
・
・

消
防
団
詰
所
の
他
団
体
使
用
に
つ
い
て
、責
任
の
所
在
は
。

市
が
間
に
入
り
、
地
域
住
民
と
協
議
し
て
管
理
方
法

を
考
え
る
。

問問

問

答答

答
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般

質

問

問問
答

問問
答 市内５つの公立保育園

（ほかに私立の認可保
育園が７園あります）

出典：厚生労働省ホームページ

積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
と

考
え
、
市
直
営
に
よ
り
29
年

度
開
設
を
目
指
す
。

健
康
福
祉
部
長

新
庁
舎
の

こ
ど
も
福
祉
課
と
健
康
増
進

課
の
中
に
セ
ン
タ
ー
機
能
を

設
置
し
た
い
。

定
し
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て

期
に
わ
た
る
切
れ
目
の
な
い

支
援
を
行
う
。
そ
の
た
め
、

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
総
合
的
な

相
談
支
援
を
提
供
す
る
拠
点

と
し
て
子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
を
整
備
す
る
。

し
ご
と
総
合
戦
略
に
位
置
付

け
ら
れ
た
。
こ
れ
ま
で
の
利

用
者
支
援
事
業
に
新
た
に
母

子
保
健
型
を
創
設
し
、
子
育

て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

と
し
て
全
国
展
開
を
目
指
し

て
実
施
さ
れ
る
。

保
健
師
・
助
産
師
等
の
専

門
職
が
全
て
の
妊
産
婦
等
の

状
況
を
継
続
的
に
把
握
し
、

必
要
に
応
じ
て
関
係
機
関
と

協
力
し
て
支
援
プ
ラ
ン
を
策

妊
娠
か
ら
出
産
ま
で

を
切
れ
目
な
く
支
援

す
る
た
め
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

拠
点
を
設
置
し
て
妊
娠
・
出

産
包
括
支
援
事
業
に
取
り
組

ま
れ
た
い
。

市
長

こ
の
事
業
は

平
成
26
年
度
に
モ
デ

ル
事
業
が
実
施
さ
れ
、
27
年

度
か
ら
は
国
の
ま
ち
・
ひ
と
・

答 問

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
整
備
す
る

妊
娠
・
出
産
包
括
支
援
事
業
に
取
り
組
ま
れ
た
い

議
員

村
尾
光
子

の
相
談
に
の
り
、
寄
り
添
っ

て
い
く
こ
と
が
新
規
事
業
の

「
利
用
者
支
援
事
業
」
に
は

含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
業
務

内
容
の
Ｐ
Ｒ
も
き
ち
ん
と
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

健
康
福
祉
部
長

ア

フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
の

観
点
は
少
な
か
っ
た
。
当
事

者
の
視
点
に
立
っ
た
対
応
を

心
が
け
て
い
く
。

希
望
世
帯
が
増
加
し
て
い
る

こ
と
と
、
深
刻
な
保
育
士
不

足
が
あ
る
。
賃
金
の
増
額
や

就
業
奨
励
金
制
度
の
創
設
に

よ
り
保
育
士
確
保
に
努
め
る
。

平
成
28
年
４
月
の
待

機
児
童
は
ゼ
ロ
と
の

こ
と
だ
。
し
か
し
、
統
計
上

カ
ウ
ン
ト
さ
れ
な
い
潜
在

的
待
機
児
童
が
い
て
、
実
際

は
ゼ
ロ
で
は
な
い
。
入
所
保

留
に
な
っ
た
方
の
次
善
の
策

し
、
保
育
士
１
名
を
利
用
者

支
援
専
門
員
と
し
て
配
置
し

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
相
談

実
績
は
15
件
。

平
成
27
年
10
月
１
日

現
在
の
保
育
所
待
機

児
童
が
19
人
と
の
報
道
が

あ
っ
た
。
事
業
計
画
で
は
見

込
み
量
を
確
保
し
て
い
る
と

思
っ
て
い
た
。理
由
は
何
か
。

市
長

保
育
要
件
の

緩
和
等
に
よ
り
保
育

平
成
24
年
に
成
立
し

た
子
ど
も
子
育
て
関

連
３
法
に
基
づ
き
、
昨
年
４

月
か
ら
「
下
野
市
子
ど
も
子

育
て
支
援
事
業
」
が
実
施
さ

れ
て
い
る
。
新
規
事
業
で
あ

る
「
利
用
者
支
援
事
業
」
の

体
制
と
実
績
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長

こ
ど
も
福
祉

課
に
窓
口
を
設
置

答

答

答

問

問

問

当
事
者
の
視
点
に
立
っ
た
対
応
を
心
が
け
て
い
く

保
育
所
入
所
保
留
時
の
フ
ォ
ロ
ー
を
も
っ
と
！

議
員

磯
辺
香
代

ほ
か
に
も
・
・
・

資
源
ご
み
持
ち
去
り
禁
止
条
例
の
制
定
を
求
め
る
。

廃
棄
物
処
理
等
に
関
す
る
条
例
を
改
正
し
対
処
す
る
。

ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散
防
止
対
策
を
強
化
さ
れ
た
い
。

市
民
・
事
業
者
へ
の
情
報
提
供
に
努
め
る
。

問問答答
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懇
談
会
・
講
演
会

「
人
口
減
少
時
代
に
お
け
る
地

域
づ
く
り
の
視
点
」、
講
師
は
自

治
体
国
際
化
協
会
理
事
長
の
岡
本

保
氏
。「
消
滅
可
能
性
都
市
」
で

一
躍
名
を
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
「
日
本
創
生
会
議
・
人
口
減
少

問
題
検
討
分
科
会
」
の
メ
ン
バ
ー

で
も
あ
り
ま
す
。

テ
ー
マ
が
タ
イ
ム
リ
ー
な
こ
と

も
あ
っ
て
か
、
用
意
し
て
い
た
椅

子
で
は
足
り
な
く
な
る
ほ
ど
の
大

盛
況
。
約
90
名
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。

「
若
者
の
大
学
進
学
・
就
職
・

子
育
て
を
地
域
で
後
押
し
。
地
方

へ
の
定
住
を
」「
中
心
市
街
地
の

公
有
地
を
情
報
公
開
し
、
民
間
活

用
を
進
め
る
」「
農
業
の
生
産
性
を

高
め
、
地
域
の
成
長
産
業
と
す
る
」

な
ど
興
味
深
い
内
容
が
ぎ
っ
し
り

と
つ
ま
っ
た
１
時
間
半
で
し
た
。

南
河
内
公
民
館
大
ホ
ー
ル
に
て
市

議
会
主
催
に
よ
る
講
演
会
を
開
催

し
ま
し
た
。（
２
月
６
日　

土
曜
日
）

多くの方にご来場いただきました

お聴きした　～ご意見・要望～　生かします！
総務常任委員会＆市消防団～懇談会～総務常任委員会＆市消防団～懇談会～

　総務常任委員会は議会活性化の一環として、28 年２月、市・消防団幹部と
昨年９月の「豪雨災害」を振り返り「市防災の現状と課題」をテーマに担当課
を交え懇談会を開催しました。ご多忙にもかかわらず大塚団長はじめ富永・倉
井・岡本副団長ほか８名の方々の出席をいただき、１時間半にわたり有意義な
意見交換会を持つことができました。

［委員］　関東・東北豪雨で困ったこと・苦労したことは。
［団員］　雨具・カッパ、ライフジャケット等の装備が整って

いなかったため団員の二次被害の危険性があった。
　　　　　雨の中では携帯電話が使えないので拡大する通行止

めや河川の決壊等の情報が入らず消防団の移動配置の
対応ができなかった。トランシーバー等、無線があれ
ばもっと敏速な現場対応ができた。

　　　　　装備品の要望をまとめて行政にお願いした。
　　　　 （※28年度予算でデジタル無線機増設等の予算を計上）

［委員］　団員の確保、現状は。
［団員］　基本的には自治会に割り振りしている。若い人がいない地域では他の自治会から協力を

いただきやりくりしている。
　　　　　辞める団員が後継者を探す団もありまちまち。石橋地区では団員がいないため統合した

ところもある。目下最大の悩みである。
［委員］　団員不足、分団の統合は喫緊の課題。問題点は何か。
［団員］　自治会が絡むので大変、完全な統合まで２～３年はかかる。詰

所が遠いなどの問題も出てくる。
　　　　　国分寺地区は詰所の建て替えに向け、統合を検討していかなけ

ればならない。

［ほか 意見交換・要望］
●　屋外拡声器が役に立たなかったという苦
情が市民から多くあった。
●　毎年入札で消防ポンプ車の入れ替えがあ
る。各メーカーの操作等使い勝手について
団員の意見を伺った。
●　詰所について、いくつかの分団から施設
の不備について伺った。今後の課題として
受け止めた。
●　女性消防団員の確保と活動内容。今後は
立ち位置を明確にすべく検討していく。

　合併以来初めての懇談会
で忌憚のない意見交換が出
来たことは喜ばしい限りで
す。「今回限りではなく、
今後も継続して開催してほ
しい」とのご意見もいただ
きました。懇談会でのご意
見は今後の議会の取り組み
に生かします。

き たん
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下野市議会の10年を振り返って・・・下野市議会の10年を振り返って・・・

　平成18年１月の新市発足時、市議会は52人の議員で構
成されていました。当時は国分寺公民館大ホールで本会議
を開催しました。

　平成26年５月の改選では、さらに定数を３人
減らし、18人体制でスタートしました。議会報
告会や講演会の主催など、議会基本条例に基づく
事業をふやしました。

　平成18年５月からは議員24人体制でスター
トしました。21年12月には市庁舎建設特別委
員会を設置し、新庁舎の位置や建設時期、財
源などについて調査・協議を行いました。

　平成22年５月の改選で議員定数を３人減らし21人と
しました。東日本大震災の被害により、多くの復旧・
復興案件が審議されました。25年度には自治基本条例
や議会基本条例が制定されました。

平成18年１月の新市発足時、市議会は52人の議員で構
成されていました。当時は国分寺公民館大ホールで本会議
を開催しました。

平成26年５月の改選では さらに定数を３人

　平成22年
しました。
復興案件が
や議会基本
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